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PurposePurpose
「リハビリテーションの力で、” その人らしさ ” と ” その街らしさ ” を育む」「リハビリテーションの力で、” その人らしさ ” と ” その街らしさ ” を育む」



ど
も
た
ち
に
変
化
が
生
ま

れ
、
支
援
の
結
果
が
出
て
い

く
。
そ
の
瞬
間
に
立
ち
会
う

た
び
に
、
ラ
ウ
ン
ド
に
同
席

し
た
ス
タ
ッ
フ
全
員
が
喜
び

に
包
ま
れ
ま
す
。

　
同
時
に
私
は
、
そ
の
場
に

立
ち
会
う
た
び
、
自
身
の
力

不
足
を
痛
感
し
ま
す
。
そ
し

て
、「
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
と
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
」

を
改
め
て
問
い
直
し
ま
す
。　

　
結
果
を
生
み
出
す
ラ
ウ
ン

ド
か
ら
は
、
技
術
の
本
質
を

学
び
ま
す
。
そ
し
て
、
常
に

謙
虚
に
学
び
続
け
る
姿
勢
、

あ
き
ら
め
な
い
姿
勢
、
結
果
に
こ
だ
わ

り
続
け
る
姿
勢
か
ら
は
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
の
思
想
を
学
び
ま

す
。
私
た
ち
が
向
き
合
っ
て
い
る
の

は
、
一
人
ひ
と
り
の
生
活
で
あ
り
人
生

で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
知
識
や
経
験
に

満
足
す
る
こ
と
な
く
、
学
び
続
け
る
姿

勢
を
持
ち
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　
「
い
ま
、
こ
こ
」
に
全
力
を
尽
く
し

な
が
ら
、
今
日
よ
り
明
日
、
明
日
よ
り

明
後
日
へ
と
成
長
し
続
け
る
存
在
で
あ

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
先
人
た
ち
の
背

中
は
高
く
遠
い
で
す
が
、
一
歩
一
歩
、

仲
間
と
と
も
に
そ
の
道
を
目
指
し
て
歩

ん
で
い
き
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
回
ご
指
導

い
た
だ
い
た
黒
岩
先
生
、
ラ
ウ
ン
ド
に

ご
協
力
い
た
だ
い
た
こ
ど
も
た
ち
と
保

護
者
の
皆
さ
ま
、
関
係
機
関
の
皆
さ
ま

に
、
心
よ

り
感
謝
申

し
上
げ
ま

す
。

を
積
み
重
ね
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
口
腔
粘
膜
専
用
の
球
状
ブ
ラ

シ「
く
る
リ
ー
ナ
ブ
ラ
シ
」の
開
発
や
、

「
黒
岩
メ
ソ
ッ
ド
」
と
呼
ば
れ
る
オ
ー

ラ
ル
リ
ハ
ビ
リ
を
生
み
出
し
、
全
国
各

地
で
講
演
や
口
腔
リ
ハ
ビ
リ
ラ
ウ
ン
ド

を
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
摂
食
嚥
下
支
援

の
分
野
に
お
け
る
第
一
人
者
の
お
一
人

で
す
。

　
先
月
１
４
日
・
１
５
日
に
は
言
の
葉

に
お
越
し
い
た
だ
き
、
５
名
の
こ
ど
も

た
ち
へ
の
口
腔
リ
ハ
ビ
リ
ラ
ウ
ン
ド

と
、
黒
岩
メ
ソ
ッ
ド
を
学
ぶ
勉
強
会
を

実
施
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
黒
岩
先
生
の
ラ
ウ
ン
ド
は
、
毎
回
ま

さ
に
「
目
か
ら
鱗
」
の
連
続
で
す
。
こ

第
一
人
者
か
ら
学
ぶ

~

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
の
「
技
術
」
と
「
思
想
」
〜

　
言
の
葉
の
取
り
組
み
の
一

つ
に
、
黒
岩
恭
子
歯
科
医
師

を
お
招
き
し
て
行
う
口
腔
リ

ハ
ビ
リ
の
学
び
が
あ
り
ま

す
。
黒
岩
先
生
は
神
奈
川
県

で
歯
科
医
院
を
開
業
さ
れ
、

昭
和
５
０
年
の
開
業
当
初
か

ら
地
域
に
根
ざ
し
た
予
防
重

視
型
の
歯
科
医
療
を
実
践
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
日
常
診
療
に
加

え
、
医
療
的
ケ
ア
児
や
発
達

障
害
児
、
認
知
症
や
難
病
の

方
々
へ
の
訪
問
診
療
・
訪
問

支
援
を
長
年
続
け
ら
れ
、「
食

べ
る
こ
と
」
を
支
え
る
実
践

中村 太一
代表取締役 言語聴覚士

言の葉の誓い　Statement言の葉の誓い　Statement
1.「らしさを広げる」1.「らしさを広げる」

　　　私たちは、「あなたらしさ・私らしさ・私たちらしさ」を大切にし、共に広げていきます。　　　私たちは、「あなたらしさ・私らしさ・私たちらしさ」を大切にし、共に広げていきます。

勉強会の様子

懇親会の様子



言の葉の誓い　Statement言の葉の誓い　Statement
2.「食と会話でつながる」2.「食と会話でつながる」

私たちは、コミュニケーションと食をテーマに、人と人のつながりを生み出します。私たちは、コミュニケーションと食をテーマに、人と人のつながりを生み出します。

コミュニケーションデイサービス

言の葉

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
よ
く
す
る
た
め
に
大
切
な
３
つ
の
視
点

　コミュニケーションを良くするには、コミュニケーションが活発であること、そこ
には仲間がいる姿がみえてきます。
　言の葉では、①その人らしさを追求する真のリハビリテーションの思想、②障害を
負った人の心の視点、③言語障害の原因や機能回復の知見を整理しながら、仲間づく
りのリハビリテーションを軸に、皆さんの目標や活動プログラムを提案しています。
今回は、3つの視点を紹介します！！

その人らしさ

rehabilitation　リハビリテーション
habilitation　ハビリテーション

【一人だけだと】 【仲間がいると】

過去の自分と今の自分を比
べ、障害がない自分に戻り
たい。
自分だけの孤独の世界。
自分の殻に閉じこもる。

言葉の出にくさなど同じ悩みを抱えている仲間
と触れ合うことで、今のお互いを比べるように
なる。そうすると、あのようになりたいなどの
未来に向けた思いが湧いてくる。自分の殻を少
しずつ破っていく。その人らしさへの第一歩。

re　　　habilita　　　tion　
再び 適した

（生きる意味・生きがい・役割・趣味・価値観など）

ラテン語の「habilis（ハビリス）」の語尾が変わったもの

①その人らしさを追求する真のリハビリテーションの思想

②障害を負った人の心の視点

↓

失語症や構音障害などの障害に限局した視点ではなく
その人の今まで・今・これからの全てを包括した視点

過去の自分

現在の自分

将来の自分

現在の他人

現在の自分



言の葉の誓い　Statement言の葉の誓い　Statement
3.「人と街を信じる」3.「人と街を信じる」

私たちは、その人の力を信じ、その街の力を信じ、リハビリテーションの視点から新しい可能性を共に開きます。私たちは、その人の力を信じ、その街の力を信じ、リハビリテーションの視点から新しい可能性を共に開きます。

③言語障害の原因や機能回復の知見

・筋トレのような機械的な反復練習よりも、適切で快適な言語刺激により、
　脳機能を活性化させていく。

・プリント課題をたくさん、復唱をたくさんのような量を重視した考え方で
　はなく、言語障害の原因分析に立った質を重視した考え方。

・1対 1の訓練では、基礎的言語力を高める。集団訓練や会話、趣味活動は
　基礎的言語力＋会話の実用力を高める。取り組む出発点は、会話や趣味な
　どの活動から。そこに適切で快適な言語刺激を加えていく。
　これを、1（個別）：9（集団）の割合で考える。

・1対 1の訓練は、質を重視。集団の訓練では、量を重視。これにより、質・
　量ともに向上していく。

番外編
今年も田植えを経験させてもらいました。

鹿の足跡



言の葉が目指す未来　Vision言の葉が目指す未来　Vision
「障害のある人もない人も皆が支え合い、豊かに暮らせる街を育む」「障害のある人もない人も皆が支え合い、豊かに暮らせる街を育む」

訪問看護ステーション

言の葉

新
入
職
員
の
紹
介

今
年
の
漢
字
一
文
字

言語聴覚士
丘太 茜

　
　
　
　
５
月
よ
り
入
職
し
ま
し
た
、
言
語

聴
覚
士
の
丘
太
茜
で
す
。
名
字
の

漢
字
は
珍
し
い
で
す
が
、
読
み
は

馴
染
み
の
あ
る
「
お
か
だ
」
で
す
。

出
身
は
国
東
で
、
言
の
葉
で
は
新

人
と
は
い
え
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー

ト
の
浅
田
真
央
さ
ん
と
同
い
年
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
別
府
の
総
合
病
院
、
大
分
市
内
の
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
・
介
護
施
設
に
て
経
験
を
積
ん
で
き
ま
し
た
。

　
言
の
葉
に
入
職
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

言
の
葉
を
利
用
さ
れ
て
い
るT

さ
ん
の
一
言
で
し
た
。
失
語
症
と

い
う
言
葉
が
出
に
く
い
症
状
を
抱
え
な
が
ら
、
同
じ
仲
間
の
集
ま

る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
通
う
こ
と
が
「
生
き
が
い
」
と
笑
顔
で
伝
え

て
く
れ
ま
し
た
。
生
き
が
い
と
な
る
場
所
や
関
わ
り
を
作
れ
る
事

業
所
に
魅
力
を
感
じ
、
私
も
利
用
者
様
の
そ
の
人
ら
し
さ
を
大
切

に
し
て
、
生
き
が
い
を
持
っ
た
生
活
を
支
え
ら
れ
る
存
在
で
あ
り

た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　
こ
の
度
言
の
葉
の
一
員
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
嬉
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　
小
児
分
野
は
初
め
て
で
す
が
、
私
自
身
も
小
学
生
２
人
の
子
育

て
中
で
す
の
で
、
ご
家
族
様
と
一
緒
に
変
化
や
成
長
を
分
か
ち
合

え
る
と
嬉
し
い
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
き
く
」
に
は

「
聞
く
」と「
聴
く
」

の
漢
字
が
あ
り
ま

す
が
、「
聞
く
」
は
単
に
言
葉
や

音
が
耳
に
入
る
こ
と
、「
聴
く
」

は
耳
と
目
と
心
を
使
い
進
ん
で

理
解
し
よ
う
と
す
る
こ
と
と
い

う
違
い
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　

私
は
相
手
の
言
葉
を
そ
の
ま

ま
の
意
味
で
受
け
取
っ
て
し
ま

う
こ
と
が
多
い
で
す
が
、「
聴
く
」

を
意
識
す
る
こ
と
で
相
手
の
気

持
ち
や
考
え
に
気
付
い
て
い
き

た
い
で
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で

信
頼
関
係
を
築
き
、
生
き
が
い

を
見
つ
け
支
え
ら
れ
る
存
在
に

な
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

聴

言の葉全体として、言語聴覚士 12 名、看護師 8名、理学

療法士１名、介護福祉士 1名、社会福祉士 1名、教員免許

取得者 1名と専門職集団となりました。デイサービス・訪

問看護・きっずを言の葉チーム全体で支援していきます。



言の葉が果たす役割　Mission言の葉が果たす役割　Mission
全世代の人生に寄り添うリハビリテーション全世代の人生に寄り添うリハビリテーション

「こどもから高齢者まで全世代に、生活を創造する真のリハビリテーションサービスを提供し、その人の人生を共に歩みます」「こどもから高齢者まで全世代に、生活を創造する真のリハビリテーションサービスを提供し、その人の人生を共に歩みます」

失語症のある方への支援の基本方針
訪問看護ステーション言の葉の失語症者支援は、活動・参加の拡大および訪
問から地域や通所への卒業・移行を念頭に置いた支援を提供します。

生活の中での目標を設定し、実用的なコミュニケーション訓練や活動参加の拡大に向け
た支援を行います。また、目標設定の際に、「卒業を検討する因子」「継続を検討する因子」
なども参考に目標設定を行います。

【令和 3年 4月〜令和 5年 3月の実績】
令和３年４月から令和５年３月の間に言語聴覚士による訪問リハビリテーションが開始
となった失語症の方 12名の内、令和 5年 3月時点で 9名（75%）の方が訪問リハビ
リを卒業・移行となりました。
介護保険サービスを利用しなくなった方、就労や運転再開となった方、通所介護へ移行
となった方など卒業後の生活スタイルはさまざまです。また、継続している方も次の目
標に向かって取り組んでいます。
お一人おひとりの目標に向かって支援させていただきいます。

今回は、言の葉の訪問看護・リハビリにおける
失語症のある方への支援について紹介します。

【訪問における失語症のある方の支援イメージ】



言の葉が大切にする価値　Value言の葉が大切にする価値　Value
1.Mind　いつも笑顔で真心を届ける1.Mind　いつも笑顔で真心を届ける

言の葉きっず

言の葉きっず

　　　　　素敵な瞬間♪ お片付けのお手伝いをしてくれ

るDさん

　自閉スペクトラム症のDさんは、自分で考えてその場に合わせた行動をするこ
とが苦手なお子さんです。
　そのため、良いコトも良くないコトもお友達の真似をして行動してしまうことが
多いです。
　そんなDさんは言の葉に通い始めて、慣れてきた頃、お友達が遊んだものを片
付けずにスタッフに促されても「じゃあ〇〇さんが片付ければ」と言ったりするの
を見て、Dさんも真似をしていました。
　しかし、最近では、お友達が片付けなくてもDさんは片付けてくれています。
また、自分が遊んだものでなくても積極的に片付けてくれるようになりました。
　Dさんに「ありがとう」と伝えると「全然いいよ」と照れくさそうに返事をす
る姿がとても素敵な瞬間だと感じました。

１．片付けている時に感謝を伝える
　　はじめは、「すごいね！」「やるじゃん！」と声掛けを行っていました。しかし、褒　
　める声掛けではあまりDさんの表情や反応、行動が変わらなかったです。そのため、
　次は、「ありがとう！」「助かるよ！」を感謝を伝える声掛けに変えてみました。そう
　すると、声をかけられた時の表情がよくなり、行動も変わってきました。このことから、
　Dさんは、褒められるよりも感謝の方が、嬉しいのだと気づきました。

2．コミック会話で場面に応じた行動を学べた
　　コミック会話とは、4コマ漫画でお片付けの場面を描き、①おもちゃで遊んだ、
　②片付けの時間になった、③片付けた、④自分は、相手はどんな気持ちになる
　かな？と視覚的に場面に合わせてどのような行動を取ることが適切かを考える
　支援です。
　　コミック会話を行いながらDさん自身の考え・感情などが少しずつ整って
　いったと思います。

今回の D さんの変化の要因

Reported by



言の葉が大切にする価値　Value言の葉が大切にする価値　Value
2.Professional　準備と努力を怠らない2.Professional　準備と努力を怠らない

言の葉 SHOP言の葉珈琲のご案内



言の葉が大切にする価値　Value言の葉が大切にする価値　Value
3.One Team　一致団結して前進する3.One Team　一致団結して前進する

言の葉作品展



言の葉が大切にする価値　Value言の葉が大切にする価値　Value
4.Community　地域の一員としてつながる4.Community　地域の一員としてつながる

大分県の言語聴覚士の第一人者（第 3代大分県言語聴覚士協会会長H19〜 H23）。
湯布院厚生年金病院リハ副部長、大分リハビリテーション病院リハ部長を歴任。現在も日本摂食嚥下リハビリテーション学会評議員、
大分オーラルリハビリテーション研究会代表等を務める。趣味は音楽、パソコン、映画鑑賞、お酒などなど。

森 淳一
言語聴覚士

「
幸
福
寿
命
」
と

い
う
言
葉
を
ご

存
知
で
す
か
。

世
界
保
健
機
関

（
W
H
O
）
で
も

取
り
上
げ
ら
れ
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。「
幸

福
寿
命
」
と
は
、言
葉
の
通
り
、人
が
「
幸

福
」
と
感
じ
て
生
き
て
い
る
期
間
を
指
し

ま
す
。
一
方
で
、「
健
康
寿
命
」
と
い
う

言
葉
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
と
ど
う
違
う
の

か
、と
疑
問
に
思
う
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
幸
福
寿
命
と
健
康
寿
命
は
違
う

の
で
す
。

　

厚
生
労
働
省
の
定
義
で
は
、
健
康
寿
命

と
は
、「
健
康
上
の
問
題
で
日
常
生
活
が

制
限
さ
れ
る
こ
と
な
く
生
活
で
き
る
期

間
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
健
康
寿
命

と
平
均
寿
命
の
差
が
小
さ
い
方
が
良
く
、

話
題
に
な
っ
た
の
を
覚
え
て
い
る
方
も
い

る
で
し
ょ
う
。

　

国
民
生
活
基
礎
調
査
と
い
う
調
査
で
は

「
あ
な
た
は
現
在
、
健
康
上
の
問
題
で
日

常
生
活
に
何
か
影
響
が
あ
り
ま
す
か
」「
あ

な
た
の
現
在
の
健
康
状
態
は
い
か
が
で
す

か
」
と
い
っ
た
質
問
を
行
い
ま
す
。
こ
こ

か
ら
算
出
さ
れ
た
「
日
常
生
活
に
制
限
の

な
い
期
間
の
平
均
」「
自
分
が
健
康
で
あ
る

と
自
覚
し
て
い
る
期
間
の
平
均
」
お
よ
び

暦
年
齢
な
ど
か
ら
得
ら
れ
る
デ
ー
タ
を
組

み
合
わ
せ
て
、
健
康
寿
命
が
決
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

２
０
２
２
年
の
健
康
寿
命
は
、
男
性

７
２.

６
歳
、
女
性
７
５.

５
歳
で
し
た
。

一
方
、
２
０
２
２
年
の
平
均
寿
命
は
、
男

性
が
８
１.
１
歳
、
女
性
が
８
７.

１
歳
で

し
た
。
こ
れ
を
見
る
と
男
女
と
も
平
均
寿

命
と
健
康
寿
命
に
１
０
年
前
後
の
差
が
あ

り
、
亡
く
な
る
前
の
約
１
０
年
間
は
健
康

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ

の
期
間
が
長
い
と
い
う
こ
と
は
、
す
な
は

ち
医
療
費
が
増
大
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
そ
れ
を
緩
和
す
る
た
め
に
、

国
と
し
て
健
康

寿
命
を
の
ば
す

こ
と
に
力
を
入

れ
て
い
る
の
で

す
。

　

健
康
が
と
て

も
大
切
な
こ
と

は
言
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
が
、
健
康
で
い
る
こ
と
だ

け
が
人
生
の
終
盤
の
目
標
に
な
り
す
ぎ

る
こ
と
に
、
疑
問
を
感
じ
て
い
ま
す
。

私
は
、
健
康
寿
命
よ
り
も
幸
福
寿
命
の

方
が
ず
っ
と
大
切
だ
と
思
う
の
で
す
。

も
し
も
健
康
と
は
言
え
な
い
状
態
に
な

り
、健
康
寿
命
が
終
わ
っ
た
と
し
て
も
、

そ
の
後
、
幸
福
に
生
き
る
こ
と
は
十
分

可
能
で
す
。
一
方
、
健
康
寿
命
の
中
に

あ
っ
て
も
、
幸
福
に
生
き
て
い
な
い
方

も
い
ま
す
。

　

次
回
も
引
き
続
き
、
幸
福
寿
命
に
つ

い
て
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。
是
非
と

も
、
一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

幸
福
寿
命
（
１
） 

〜
健
康
寿
命
と
幸
福
寿
命
の
違
い
〜
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米米月記（衞藤農家さんのお米づくり）

言の葉間違い探し

間
違
い
５
つ
見
つ
か
り
ま
し
た
か
？

正
解
は
、
こ
ち
ら
か
ら
確
認
し
て
ね
。↓


